
48　２０１6年12月 1 日号49 　２０１6年12月 1 日号

Ａ
　

個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に

よ
り
、
従
来
か
ら
変
更
さ
れ
た

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
個
人
識
別
符
号

　

個
人
に
発
行
さ
れ
る
符
号
等
が
「
個

人
識
別
符
号
」
と
し
て
個
人
情
報
に
該

当
す
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
ま
す
。

②
要
配
慮
個
人
情
報

　

い
わ
ゆ
る
機
微
情
報
（
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
情
報
）
が
「
要
配
慮
個
人
情
報
」
と

定
義
さ
れ
、
原
則
と
し
て
あ
ら
か
じ
め

本
人
の
同
意
を
得
な
い
で
取
得
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
匿
名
加
工
情
報

　

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
よ
う
に
個
人
情
報
を
加
工
し
て

得
ら
れ
る
個
人
に
関
す
る
情
報
が
「
匿

名
加
工
情
報
」
と
定
義
さ
れ
、
そ
の
作

成
、
取
得
、
提
供
に
関
す
る
規
律
が
設

け
ら
れ
ま
す
。

④
利
用
目
的
の
変
更
の
緩
和

　

当
初
の
利
用
目
的
と
関
連
性
の
あ
る

範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
個
人
情
報
の
利
用

目
的
を
変
更
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

⑤
第
三
者
提
供
に
お
け
る
確
認
義
務
・

記
録
の
作
成
・
保
存
義
務

　

個
人
デ
ー
タ
を
第
三
者
に
提
供
・
受

領
す
る
場
合
に
お
い
て
、
記
録
の
作

成
・
保
存
義
務
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る
受
領

者
に
は
、
提
供
者
に
よ
る
取
得
の
経
緯

等
の
確
認
義
務
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

⑥
不
正
な
利
益
を
図
る
目
的
で
漏
え
い

等
を
行
っ
た
場
合
の
刑
事
罰

　

事
業
者
や
そ
の
従
業
者
等
が
、
そ
の

業
務
に
関
し
て
取
り
扱
っ
た
個
人
情
報

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
自
己
も
し
く
は
第

三
者
の
不
正
な
利
益
を
図
る
目
的
で
提

供
し
、
ま
た
は
盗
用
し
た
場
合
に
刑
事

罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

各
省
庁
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が 

一
元
化
さ
れ
る
こ
と
に

⑦
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
の
手
続
き
の
厳
格
化

　

オ
プ
ト
ア
ウ
ト
に
よ
る
（
本
人
の
同

意
を
得
ず
に
行
う
）
第
三
者
提
供
に
つ

い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会
へ
の

届
け
出
が
必
要
に
な
る
な
ど
、
厳
格
化

さ
れ
ま
す
。

⑧
外
国
に
あ
る
第
三
者
へ
の
個
人
デ
ー

タ
の
提
供

　

外
国
に
あ
る
第
三
者
に
個
人
デ
ー
タ

を
提
供
す
る
場
合
、
一
定
の
体
制
整
備

を
行
わ
な
け
れ
ば
、
個
人
デ
ー
タ
の
委

託
取
扱
い
等
が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。

⑨
個
人
デ
ー
タ
の
消
去
の
努
力
義
務

　

利
用
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
個
人

デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
遅
滞
な
く
消
去

す
る
努
力
義
務
が
定
め
ら
れ
ま
す
。

⑩
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
拡
大

　

従
来
は
５
０
０
０
超
の
個
人
デ
ー
タ

を
取
り
扱
う
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に

法
律
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
改

正
に
よ
り
５
０
０
０
以
下
の
個
人
デ
ー

タ
し
か
保
有
し
な
い
事
業
者
も
、
個
人

情
報
取
扱
事
業
者
と
し
て
の
義
務
を
負

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑪
個
人
情
報
保
護
委
員
会
・
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

　

個
人
情
報
保
護
委
員
会
に
個
人
情
報

取
扱
事
業
者
の
監
督
権
限
が
一
元
化
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
各
省
庁
の
「
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
う
ち
、
個
人
情
報
保
護
法

に
関
す
る
も
の
は
原
則
と
し
て
個
人
情

報
保
護
委
員
会
が
定
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
一
元
化
さ
れ
ま
す
（
金
融
関
連
分

野
等
に
つ
い
て
は
、
別
途
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
設
け
ら
れ
る
予
定
）。

　

な
お
、
改
正
個
人
情
報
保
護
法
の
施

行
日
は
平
成
28
年
11
月
10
日
時
点
で
は

ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
平
成

29
年
５
月
に
施
行
さ
れ
る
模
様
で
す
。

Q 1
個
人
情
報
保
護
法
が

改
正
さ
れ
た
そ
う
だ
け
ど

具
体
的
に
ど
う
変
わ
る
の
？

ポイント

改正により、個人識別符号や••
要配慮個人情報といった新し
い概念が設けられることに
第三者提供における確認義••
務・記録の作成・保存義務な
ど、金融機関の取扱実務に影
響を与える改正もある

Ｑ
＆
Ａ�

●

改
正
個
人
情
報
保
護
法
と

金
融
実
務
へ
の
影
響

　　　成29年春頃の改正個人情報保護法
施行に向けて、個人情報保護委員

会から「個人情報の保護に関する法律に
ついてのガイドライン（案）」が出され
ました。個人情報保護法の改正は金融機
関にとっても重要性が高く、行職員は内
容を十分に理解しておく必要がありま
す。
　本特別企画では、金融機関実務への影
響が大きい改正点を中心に解説します。
ポイントをしっかり押さえておきましょ
う。

平

特別企画

執筆●渡邉雅之　三宅法律事務所弁護士


